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開館当初の練馬図書館

光が丘図書館

開館当初の練馬図書館

　練馬区には、12 の図書館と１つの分室、２つの受取窓口があり、皆様のご利用
をお待ちしています。
　各施設は図書館情報システムで結ばれ、他館の資料の状況をほぼリアルタイム
で確認することができます。予約した資料は、全館を回る配送便で運ばれ、お近
くの図書館、分室、受取窓口で受取ることができます。
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図書館ホームページ　http://www.lib.nerima.tokyo.jp/
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練馬区公式アニメキャラクター「ねり丸」
©練馬区

「アニメのまち  練馬区」を
PRするため、平成 23年３月に

決定した公式アニメキャラクターです。

「練馬大根」と、区名の「馬」を
イメージしています。

昭和 50年頃の移動図書館の様子

南大泉図書館分室 こどもと本のひろば



図書館の資料や人材の活用 
図書館の持つ資源を活用し、区民サービス
の向上を図ります。 

区民や地域との協働 
地域との協働を進め、区民が図書館事業に
参加・参画する仕組みを作ります。 

 

この図書館ビジョンは、概ね今後 10 年間の練馬区立図書館のサービスについて示しています。 

社会経済情勢などの変化や取組の進捗状況に応じた見直しを図っていきます。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              
 

 
 
 
 
 
 
   
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

 
 

練馬区公式アニメキャラクター「ねり丸」Ⓒ練馬区 

 

情報発信拠点の機能の充実 
図書館の持つ情報を分かりやすく発信し、
情報拠点としての機能を充実します。 

•地域情報、区政情報などの収集・提供 ・館内掲示を含めた施設の活用

•地域に関連する資料の作成 ・地域イベントへの参画 ・区の各部所と連
携した事業の実施 ・区民情報ひろばや地区区民館など関連部所との連携

1 地域情報の発信拠点

•パスファインダーなどを用いた情報提供の強化

•図書館ホームページなどを用いた情報発信の強化

•電子書籍の導入や図書館資料のデジタル化に向けた調査・研究

2 情報発信の充実

•図書館事業への参加・参画場面の拡大

•図書館サポーター活動への支援

•図書館サポーターの育成

1 図書館事業への参加・参画の推進

•地域活動での図書館資料の活用の推進

•生涯学習活動・地域活動の場、発表の場の提供

•区内の大学や施設と連携した事業の実施

2 地域との連携・協力

•図書の貸出、供与、情報提供などの充実

•文庫活動に必要な講習会・講演会の実施
3 地域文庫等への支援

•各年齢層の子供たちにふさわしい図書の選定

•年齢層に合わせたブックリストの作成・配布

•年齢層に合わせた事業の実施

1 読書に親しむ機会の充実

•青少年コーナーの充実 ・青少年向けホームページの開設

•読書活動推進事業の実施 ・青少年館などとの連携

•区内の高校、大学との連携

2 青少年への支援

•子育て支援情報の提供

•保健所や児童施設などと連携した事業の実施

•本を介した親子グループ、子育てサークルへの支援

3 子育て家庭への支援

•小中学校との連携強化 ・（仮称）学校図書館活性化事業の計画策定とその推進

•区立小中学校向けホームページの開設 ・教員や学校図書館ボランティア
などを対象とした講習の充実 ・人的支援を含めた支援内容の充実

4 小中学校への支援

•団体貸出の推進

•保育園、幼稚園などと連携した事業の実施

•教員や施設職員などを対象とした講習の充実

5 保育園、幼稚園などへの支援

•生活に密着した課題の解決に向けた事業の実施

•レファレンスサービスの充実 ・図書館利用の啓発

•情報リテラシーに関する事業の実施

1 職員の専門性や資料の活用

•障害者、高齢者、多言語サービスの充実 ・開設日や開設時間の検討

•図書館資料受取窓口の設置・拡大など、図書館施設の整備

•図書館資料のデジタル化に向けた調査・研究

2 図書館の利用促進

•図書館が持つ資料の区の各部所への情報提供3 区の事業への図書館情報の提供

これからの図書館サービスの方向性（４つの柱） 項目別の取組 具体的な施策 

 

学校および子育て家庭 

などへの支援 
乳幼児期から青年期まで、家庭を含めた 
切れ目のない読書活動の支援を行います。 

基本理念 

位置付けと期間  

満足度調査（利用者アンケート）の実施や項目別の取組状況の確認を行い、図書館運営への

要望などを集約する仕組みを整え、図書館サービスに反映させます。
 

図書館サービスへの反映


